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5.2 学術誌掲載論文および国際会議発表論文
1) Nanomachining of Silicon Surface Using Atomic Force Microscope with Diamond Tip. 
N. Kawasegi, N. Takano, D. Oka, N. Morita, S. Yamada, K. Kanda, S. Takano, 
T. Obata, K Ashida: ASME Journal of Manufacturing Science and Engineering. 
Vol.128 : 723-729 (2006) . 
2) シリコンモールドを用いたダイヤモンドアレイ工具の開発と応用（第 2報）一任意切れ刃
を持った加工用カンチレバーの作製－．川堰宣隆，深瀬達也，高野登，森田昇，山田茂，
大山達雄，神田一隆，高野茂人ヲ小幡勤，芦田極：精密工学会， 72巻， 8号：1025・1029
(2006) . 
6 プロジェクト成果の応用・効果・構想
本フ。ロジェクトで得た成果を，信頼性の高い極微細加工が安定して実現できるようダイヤモンド
アレイ工具の高精度化と加工装置のシステム化技術を中心に開発し，本プロジェクト終了後2年以
内に実用型，汎用型「極微細加工システム」として安定性，信頼性，操作性を高めた後，製品化に
移る．また4年程度後にはさらに多種機能を拡充，新市場を開拓してし、く計画である．
7 利用施設
走査型フ。ローブ顕微鏡を 加工用カンチレバーの評価試験（加工用カンチレバーによる加工実験
および測定用カンチレバーによる加工痕測定）およびマイクロミリング実験による加工痕測定のた
め，週1回8時間程度利用している．
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